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製品ラインナップ

工程

下塗り

主材

〈オプション〉
上塗り

塗料名 仕様 容量
（kg/缶）

15水性・1液型
浸透性カチオンシーラー

水性・1液型
ガラス飛散防止コーティング材

水性・2液型
速乾・耐水性ウレタントップコート

A液 12
B液 2

15

塗装可能面積
（m2/缶）

150～300
（0.05kg～0.1kg/m2）

18
（0.4kg/m2×2回塗布）

140
（0.1kg/m2）

製品名：Perfect-SealerN（水性・1液型  浸透性カチオンシーラー）

ガラス飛散防止コーティング材

シーラーで唯一「ガラス」にも接着する
究極の1液水性シーラー

製品名：MAMORI・21N（水性・1液型  ガラス飛散防止コーティング材）

業界初となる画期的な
「水性ガラス飛散防止コーティング材」

本社総務部 〒103-0013　東京都中央区日本橋人形町2丁目14番6号
TEL. 03-3667-3096 FAX. 03-3667-3099

開発営業部 TEL. 03-5640-2801 FAX. 03-3667-3655
東京営業所 TEL. 03-3667-3091 FAX. 03-3668-8177
名古屋営業所 〒453-0856　愛知県名古屋市中村区並木2丁目129番3号

TEL. 052-411-2192 FAX. 052-412-8835
大阪営業所 〒541-0046　大阪府大阪市中央区平野町1丁目7番3号

TEL. 06-6202-6100 FAX. 06-6202-6104
福岡営業所 〒812-0857　福岡県福岡市博多区西月隈3丁目2番13号

TEL. 092-292-4351 FAX. 092-292-4352

［特徴］
●各種改修下地、新築下地の適合性が広く、安定した密着性が
得られます。
●各種仕上げ材との密着性に優れています。
●1液常温架橋により、優れた密着性、耐水性、耐アルカリ性が
あります。
●1液型で作業性がよく、水系のため人に優しく作業環境に優れ
ています。

用　途：各種改修下地
成　分：アクリル重合物
荷　姿：15kg石油缶（標準塗装可能面積150～300m2/缶）
色　調：クリア
消防法：非危険物

［特徴］
●「網入り型板ガラス」、「型板ガラス」、「すりガラス」など、凹
凸があることでフィルムが貼れなかった種類のガラスにも施
工が可能です。
●経年劣化して剥がせないフィルムの上から施工できるのも
MAMORI・21Nだけです。

●ガラスの他、釉薬タイル、FRP、ポリカーボネイト等の基材
にも強密着します。
●低温（‒15℃）・高温（60℃）でも高弾性体で、塗布対象基材の
伸縮に追従します。
●メンテナンス（塗膜劣化後の維持管理）が容易です。
●塗料のためフィルムに比べて無駄が無く省資源です。
●厚膜であるにも関わらず可視光透過率は87.4%です。

用　途：工場など、窓ガラスの飛散防止
成　分：ポリカーボネート系ウレタン樹脂
荷　姿：15kg石油缶（標準塗装可能面積18m2/缶）
色　調：乳白色
消防法：非危険物

販売特約店

保管期限：製造後6カ月　
※5℃～30℃で直射日光を避けた冷暗所で密栓して保管してください。 　※Perfect-SealerNはカチオン系のため、他の材料と混ぜないでください。
※オプションの上塗は降雨や降雪が予想され、塗膜の乾燥前に水分が滞留する恐れがあるときにご使用ください。　
※オプションで小分け缶（Perfect-SealerN  1.5kg/缶　MAMORI・21N  7kg/缶）対応可能。

●「網入り型板ガラス」、「型板ガラス」、「すりガラス」など、凹

   専用シーラー

●各種改修下地、新築下地の適合性が広く、安定した密着性が
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